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施設使用契約書締結に関するお知らせ 
 

 

当社は下記のとおり、本日開催の取締役会において、2021年 10月 31日付で Sansan株式会社と青

山オーバルビルに関する施設使用契約書を締結することを決議しましたのでお知らせいたします。

また、当該契約書締結に伴う影響額の見込みにつきましてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．施設使用契約書締結の背景 

当社は、賃料等の削減を目的として東京都港区の本社オフィスをすべて解約し、また Sansan 株式

会社と同じビルに移転することで Sansan 株式会社との関係性を深め、より高いシナジーを追求する

ことを 2021年８月６日付で開示した「2022年３月期第１四半期決算説明資料」にて発表しておりま

す。これに伴い、本日、2021年 10月 31日付で施設使用契約書を Sansan株式会社と締結することの

取締役会決議をいたしました。 

 

使用先住所：東京都渋谷区神宮前五丁目 52番２号 青山オーバルビル７F 

 

契約締結日：2021年 10月 31日 

 

 契約期間における施設使用料の総額：283百万円（見込） 

 

 相手先の概要 

（１） 名 称 Sansan株式会社 

（２） 所 在 地 東京都渋谷区神宮前５-52-２青山オーバルビル 13F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役／CEO 寺田 親弘 

（４） 事 業 内 容 クラウド名刺管理サービスの企画・開発・販売 

（５） 資 本 金 6,333百万円（2021年８月 31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2007年６月 11日 

（７） 直 接 事 業 年 度 の 

純資産及び総資産 

純資産 12,584百万円（2021年５月期） 

総資産 24,310百万円（2021年５月期） 



（８） 
大株主及び持株比率 
（2021年 5月 31日現在） 

寺田 親弘 33.22％ 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7.64％ 

DCM Ventures China Fund(DCM VII), L.P. 4.35％ 

A-Fund, L.P. 4.10％ 

富岡 圭 3.34％ 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3.25％ 

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 2.49％ 

JP MORGAN CHASE BANK 385632 2.39％ 

UBS AG LONDON A/C IPB SEGREGATED CLIENT ACCOUNT 2.06％ 

塩見 賢治 1.86％ 

（９） 当 社 と の 関 係 等  

 

資 本 関 係 

Sansan株式会社は、2021年９月 30日現在、当社普通株式を

366,200株及び A種優先株式を 1,900株保有しています。 

そのほか、当社の関係者及び関係会社と Sansan株式会社の関係

者及び関係会社との間には、特筆すべき資本関係はありません。 

 

 

 
人 的 関 係 

Sansan株式会社は当社との間の 2021年５月 19日付資本業務提

携に関する基本契約書に基づき、当社の社外取締役候補者２名を

指名する権利を有しており、2021年６月 29日開催の当社第９回

定時株主総会において、社外取締役２名が選任されました。 

そのほか、当社の関係者及び関係会社と Sansan株式会社の関係

者及び関係会社との間には、特筆すべき人的関係はありません。 

 

取 引 関 係 

Sansan株式会社との間で、2021年５月 19 日付で資本業務提携に

関する基本契約書を締結しております。 

当社の提供するサービス（Unipos）利用及び当該会社の提供する

サービス（Sansan）利用の取引があります。 

 

 
関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

Sansan株式会社は、当社の関連当事者には該当しません。ま

た、Sansan株式会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事

者には該当しません。 

 

 

２．業績への影響 

 当社は、2021 年８月６日付で開示した「通期業績予想の修正および特別損失の計上の見込みに関

するお知らせ」のとおり、2022 年３月期通期の業績予想の修正を行っておりますが、当該施設使用

契約書の締結による当期業績への影響は、上記業績予想の修正に織り込み済であることから、その

影響額は軽微となる見通しです。 

なお、2023 年３月期以降につきましては、年間で 187 百万円の固定費（地代家賃）の削減効果が

見込まれております。当該金額につきましては確定次第、速やかにお知らせいたします。 

 

 

 

 

 



（参考）当期連結業績予想（2021年８月６日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 

（百万円） 

連結営業利益 

（百万円） 

連結経常利益 

（百万円） 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

（百万円） 

当期連結業績予想 

（2022年３月期） 
1,395 △1,320 △1,340 △2,434 

前期連結実績 

（2021年３月期） 
1,964 △517 △528 △852 

 

 

以上 

 


